
６月第２回定例会　平成３０年度補正予算などを審議

☆平成３０年度一般会計 4,630 万円の追加　　　　　  　　　　　　　　   　   　Ｐ２～３
☆一般質問　４人の議員が登壇　　　　　　　　　      Ｐ４～７
歳時記ショット・議会のうごき　　　　　               Ｐ８　　       
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８
月
４
日
（
土
）
の
第
34
回

夏
ま
つ
り
は
、
く
ま
モ
ン
隊
か

ら
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
届
い
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
し
た
。

　

― 

表
紙
の
写
真 

―

歳時記
ショット

　
ス
ム
ー
ジ
ー

　
つ
な
ぎ
百
貨
堂
裏
の
テ
ラ
ス

で
、
８
月
か
ら
土
・
日
の
午
後

限
定
で
始
ま
っ
た
、
津
奈
木
産

の
果
物
で
つ
く
る
ス
ム
ー
ジ
ー

の
お
店
。
10
月
末
ま
で
の
営
業

予
定
で
す
。
営
業
時
間
は
、
13

時
か
ら
19
時
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
店
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

議会広報委員
委
員
長　

 

澤
井  

静
代

副
委
員
長　

柳
迫  

好
則

委　
　

員　

久
村  

昌
司

委　
　

員　

上
村  

勝
法

【６月】　　
    　         6 日　議会運営委員会
 13 日～ 15 日　第２回議会定例会

【７月】　
                 9 日    各委員長研修会
　　　   18 日　教育住民常任委員会
               19 日　総務振興常任委員会
         　   21 日　広域行政組合臨時議会
  25 日・26 日　水俣・芦北振興計画要望活動

【８月】　
     　　   6 日　正副議長研修会
　           22 日　総務振興・教育住民
　　　　　　　合同常任委員会　
　      　  　   

【９月予定】
                ４日　議会運営委員会
11 日～ 28 日   第３回議会定例会
    　　   14 日　敬老会

議 の会
う きご

今
年
の
夏
は
例
年
よ
り
一
段
と

猛
暑
日
が
続
き
、　

最
高
気
温

も
11
年
ぶ
り
に
更
新
さ
れ
た
。

各
地
で
も
熱
中
症
の
症
状
を
訴

え
る
人
も
多
く
、
も
は
や
一
つ

の
災
害
扱
い
さ
れ
る
状
況
で
あ

る
。
一
方
、
７
月
に
西
日
本
の

広
範
囲
を
襲
っ
た
豪
雨
で
は
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
政

府
も
早
急
に
特
定
非
常
災
害
に

指
定
さ
れ
た
。
近
年
、
世
界
各

地
で
も
異
常
気
象
の
現
象
が
起

き
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起

き
て
も
可
能
な
限
り
対
処
し
た

い
。   　
　
　
　
　
　

K
・
U

町村議会議長・副議長研修会
　５月２８日東京で開催された研修会に参加した。
テーマは「これからの町村議会を考える」で、山梨学
院大学法学部教授、江藤俊昭氏の講演があった。
　研修の内容は、議員のなり手不足解消策として、「議
員活動に対する報酬などの改定の考え方」と、「議会
のあり方」として、現行議会のあり方を維持出来るこ
とを前提に、集中専門型 ( 少数の専業的議員で議会を
構成し、生活給を保証する。)、多数参画型（多数の非
専業的議員で議会を構成とし、夜間・休日を中心に議
会運営を行う。）という２つの議会のあり方を条例で
自由に選択可能にするということであった。
　研修後の感想は、議員のなり手不足解消策は、住民
と議会が共に考え、活動して、住民福祉向上を図り、
住民から信頼される議会になることが大切であると
思った。



を
行
う
予
定
で
あ
る
。

津
奈
木
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

制
定
の
専
決
承
認林　

賢
二
議
員

　
新
た
な
条
例
制
定
を
専
決
処

分
と
す
る
こ
と
は
、
私
も
20
年

以
上
議
員
を
や
っ
て
い
る
が
初

め
て
で
あ
る
。

　
今
後
こ
の
様
な
こ
と
が
２
度

と
な
い
よ
う
、
職
員
一
同
気
を

引
き
締
め
て
職
務
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

上
村
勝
法
議
員

問 
財
産
管
理
費
の
平
国
農

村
公
園
整
備
工
事
と
あ

３｜つなぎ議会だより　2017.9 つなぎ議会だより　2017.9 ｜２

　平成 30 年第２回定例会が６月 13 日から 15 日までの会期で開かれました。

平成 30 年度一般・特別会計補正予算をはじめ、平成 29 年度一般・特別会計補

正予算などの専決処分の結果、条例の改正、固定資産評価員の選任同意など 20

議案が提出され、すべてを原案のとおり可決しました。

定
例
会
初
日
の
審
議
状
況

平
成
29
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

の
専
決
承
認

寺
本
信
介
議
員

問
町
有
施
設
整
備
基
金
に

５
千
万
円
を
積
立
て
て

あ
る
が
、
ど
こ
か
の
施
設
を
整

備
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
。

答
町
有
施
設
整
備
基
金
に

つ
い
て
は
、
基
金
を

１
億
円
取
り
崩
し
、
５
千
万
円

を
積
み
戻
す
も
の
で
あ
る
。

問
文
化
セ
ン
タ
ー
が
数
年

前
か
ら
大
規
模
改
修

が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

改
修
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
こ
の
基
金
を
使

い
、
来
年
度
以
降
大
規
模
改
修

る
が
、
工
事
内
容
の
説
明
を
求

め
る
。答

平
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
隣
の
土
地

が
荒
れ
て
お
り
、
今
後
、
維
持

管
理
し
や
す
く
す
る
た
め
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
要
望
が
あ
っ
た
の

で
、
土
砂
な
ど
を
入
れ
か
え
て

整
地
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。　
　
　

村
上
義
廣
議
員

問
商
工
費
で
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
施
設
改
修
工
事

と
あ
る
が
、
工
事
内
容
の
説
明

を
求
め
る
。

答
工
事
内
容
と
し
て
、
ト

ン
ネ
ル
内
の
漏
水
管
箇

所
の
補
修
、
展
望
露
天
風
呂
の

補
修
、
ト
ン
ネ
ル
右
奥
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
用
扉
の
補
修
、
そ
し

て
、
神
社
側
の
外
柵
の
補
強
こ

の
４
ヶ
所
で
あ
る
。

橋
口
知
恵
子
議
員

問 

教
育
費
の
学
校
管
理
費

で
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
工
事
と
あ

る
が
、
野
球
大
会
以
外
に
、
利

用
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
中
学
校
で
野
球
の
練
習

を
し
た
い
と
学
校
側
か

ら
も
要
望
が
出
て
お
り
、
設
置

す
る
。

村
上
義
廣
議
員

問
生
徒
が
野
球
練
習
を
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使

用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
、

ナ
イ
タ
ー
設
備
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
中
学
校
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
練
習
す
る
の
は
夏
休

み
期
間
中
で
、
日
が
明
る
い
う

ち
の
練
習
で
あ
る
。

上
村
勝
法
議
員

問 

防
災
費
で
、
地
域
防
災

組
織
育
成
事
業
補
助
金

と
あ
る
が
、
事
業
内
容
と
、
今

後
、
他
の
地
区
で
も
受
け
ら
れ

る
の
か
。

答
本
補
助
金
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成

金
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
申
請
に

対
し
、
１
０
０
％
補
助
で
、
今

回
、
浜
崎
地
区
自
主
防
災
委
員

会
が
放
送
設
備
と
、
発
電
機
を

公
民
館
に
整
備
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
申
請
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
他
の
地
区
も
、
防
災

組
織
な
ど
へ
の
助
成
は
申
請
す

れ
ば
、
受
け
ら
れ
る
可
能
性
は

あ
る
と
思
う
。久

村
昌
司
議
員

問 

平
国
運
動
公
園
環

境
整
備
委
託
料

２
８
５
万
３
千
円
の
内
容
は
。

答 

旧
平
国
小
学
校
の
県

道
側
斜
面
の
伐
採
で

あ
る
。問 

数
年
前
に
も
伐
採
し
た

と
思
う
が
。

答 

平
成
23
年
に
一
度
伐
採

を
行
っ
た
が
、
７
年
が

経
過
し
木
が
大
き
く
成
長
し
て

い
る
。

橋
口
知
恵
子
議
員

問 

伐
採
を
行
う
と
崩
壊
の

恐
れ
な
ど
あ
る
と
思
う

が
、
の
り
面
工
事
な
ど
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

答 

今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

平
成
30
年
度

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

久
村
昌
司
議
員

問 

平
国
・
福
浦
第
４
水

源
井
戸
洗
浄
工
事
の

内
容
は
。

答 

こ
の
井
戸
は
過
去
に
数

回
の
渇
水
で
取
水
停
止

を
行
っ
て
お
り
、
平
成
31
年
度

に
整
備
す
る
統
合
計
画
に
向

け
、
洗
浄
後
の
湧
水
能
力
を
把

握
す
る
工
事
で
あ
る
。

問 

湧
水
量
が
回
復
す
る
可

能
性
は
あ
る
の
か
。

答 

以
前
は
自
噴
し
て
い
た

実
績
が
あ
る
の
で
、
湧

水
量
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か

と
、
期
待
を
し
て
い
る
。

事　　業　　名 予　算　額 事　　業　　内　　容

平国農村公園整地工事 5,365 千円 平国農村公園の利用促進を図るための整地工事

施設用備品購入費 2,865 千円
役場１階住民課住民班の窓口カウンターの利便性
を考慮し、ローカウンターへ変更

敬老祝金 720 千円 敬老祝金の経過措置として 80 歳の対象者分を追加

温泉センター施設改修工事 3,080 千円
温泉センターの渡り廊下雨漏り補修や露天風呂腐
食部分の取り換え工事

退職消防団員消防功労金 1,200 千円 20 年以上勤続して退職した団員へ功労金の支給

地域防災組織育成事業補助金 2,000 千円
浜崎地区自主防災組織へのコミュニティ助成事業
の地域防災育成事業の決定を受けての補助金

グラウンド防球ネット等設置工事 4,654 千円
町民体育祭野球大会の会場として、中学校グラウン
ドを使用するため防球ネットやマウンドの設置工事

平成 30 年度補正予算の主な事業

質

疑
応

答

平成 30 年  
　　　　第２回定例会
補正予算  条例改正  人事案件を審議　



一　

般　

質　

問
津
奈
木
保
育
園
の
民
営

化
は
ど
う
な
る
の

問
津
奈
木
保
育
園
を
民
営

化
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
に
か
。

答
メ
リ
ッ
ト
は
、
延
長
保

育
・
一
時
預
か
り
保
育

な
ど
の
対
応
、
行
政
の
予
算
制

度
の
制
限
が
な
く
な
り
、
要
望

や
意
見
な
ど
へ
の
対
応
が
で
き

る
。
交
付
金
で
施
設
整
備
が
で

き
、
正
規
職
員
化
が
望
め
る
。

   

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
保
育
環
境

の
変
化
に
よ
る
子
供
や
保
護
者

の
負
担
、
不
安
が
あ
る
。
園
の

行
事
の
変
更
、
教
材
費
の
負
担

が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。

問
財
政
上
の
コ
ス
ト
削
減

の
み
が
、
民
営
化
の
メ

リ
ッ
ト
で
は
な
い
の
か
。

答
現
状
で
は
、
財
政
の
支

出
に
変
わ
り
は
な
い
。　

　

問
民
営
化
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
は
。

保
護
者
か
ら
は
津
奈
木
保
育
園

の
存
続
の
要
望
が
強
い
。
存
続

さ
せ
る
方
法
は
な
い
の
か
。

答
町
の
出
生
数
の
減
少
で
、

公
立
と
私
立
の
２
つ
で

募
集
し
て
保
育
し
て
い
く
こ
と

は
、
効
率
面
と
経
済
面
で
２
つ

と
も
成
り
立
た
な
く
な
る
。
町

に
保
育
園
は
な
く
な
ら
ず
、
預

け
る
場
所
が
違
う
と
い
う
こ
と

で
、
民
間
に
し
た
方
が
津
奈
木

町
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
浮

い
た
経
費
は
子
育
て
に
使
い
た

い
。
難
し
い
問
題
に
発
展
し
て

い
る
が
、
プ
ロ
と
い
う
か
、
民

間
で
で
き
る
と
こ
ろ
は
任
せ
よ

う
。
町
民
と
考
え
の
違
い
は
あ

る
が
、
１
つ
に
ま
と
め
て
、
私

立
の
い
い
前
向
き
な
教
育
を
し

て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
思

う
の
で
民
営
化
を
検
討
し
た
い
。

問
幼
稚
園
と
津
奈
木
保
育

園
あ
わ
せ
て
、
認
定
こ
ど

も
園
に
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
将
来
的
に
は
両
方
一
緒

の
認
定
こ
ど
も
園
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
の
た
め
に

も
あ
る
程
度
民
営
化
を
し
て
、

そ
の
民
営
化
し
た
方
が
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行
し
て
も
ら
っ
た

ほ
う
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

町
の
防
災
対
策
は
万
全

と
い
え
る
の
か

問
庁
舎
の
自
家
発
電
装
置

は
、
庁
舎
よ
り
も
低
い

と
こ
ろ
に
あ
り
、
浸
水
す
れ
ば

修
理
と
費
用
も
掛
か
る
。
浸
水

予
防
に
高
台
に
移
動
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
役
場
庁
舎
屋
上
が
強
度

不
足
で
設
置
を
断
念

し
、
高
台
へ
の
設
置
は
費
用
や

維
持
費
が
高
額
と
な
り
行
っ
て

い
な
い
。
今
後
は
、
教
育
委
員

会
及
び
文
化
セ
ン
タ
ー
に
、
自

家
発
電
装
置
の
設
置
を
す
る
予

定
で
あ
る
。

問
大
規
模
災
害
時
、
自

治
体
機
能
を
業
務
継

続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
、
非

常
時
優
先
業
務
の
整
理
な
ど

「
重
要
６
要
素
」
の
策
定
状
況

が
発
表
さ
れ
た
。
本
町
は
、

重
要
６
要
素
の
う
ち
４
つ
の

要
素
が
規
定
で
き
て
い
な
い
。

役
場
の
代
替
え
庁
舎
の
指
定

は
ど
こ
に
す
る
の
か
。
重
要

６
要
素
の
規
定
は
い
つ
終
え

る
の
か
。

答
県
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
重
要
５
要
素
は

決
定
し
て
い
た
が
町
の
地
域
防

災
計
画
な
ど
に
明
記
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
未
策
定
と
な
り
、

市
町
村
の
担
当
者
に
回
答
の
温

度
差
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
役
場

の
代
替
え
庁
舎
と
し
て
は
、
教

育
委
員
会
、
文
化
セ
ン
タ
ー
と

し
て
い
る
。
今
年
度
中
に
策
定

し
て
い
く
。

そ
の
他
、「
四
季
彩
前
の
外

観
整
備
が
必
要
で
は
」
の

質
問
が
あ
っ
た
。
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橋口　知恵子　議員

津奈木保育園を
　　　民営化する理由は

ホ
テ
ル
裸
島
の
そ
の
後

問
ホ
テ
ル
裸
島
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
終
っ
て
、
約
半

年
過
ぎ
た
。

 　

そ
こ
で
、
当
初
の
目
的
で

あ
っ
た
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

西
野
達
氏
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

で
津
奈
木
町
の
名
前
が
売
れ
、

定
住
促
進
に
繋
げ
て
い
け
た
ら

と
言
っ
て
い
た
が
、
終
わ
っ
た

後
の
反
響
は
あ
っ
た
の
か
。

答
西
野
達
氏
の
展
覧
会
は

終
了
し
た
が
、
住
人
と

の
共
同
に
よ
り
世
界
を
舞
台
に

活
躍
す
る
西
野
氏
の
展
覧
会
を

開
催
し
た
こ
と
で
、
津
奈
木
町

の
名
前
は
昭
和
59
年
か
ら
の
緑

と
彫
刻
の
あ
る
町
づ
く
り
の
歴

史
と
と
も
に
、
多
く
の
人
々
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
美
術

館
職
員
が
都
市
部
の
出
張
先
な

ど
で
、
ホ
テ
ル
裸
島
に
関
す
る

質
問
を
受
け
た
り
、
町
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
関
す
る
説

明
を
求
め
ら
れ
る
機
会
が
増
え

て
い
る
。

　

先
日
も
、
熊
本
市
内
の
大
学

生
か
ら
、
津
奈
木
町
の
取
り
組

み
に
関
す
る
講
義
の
要
請
が
あ

り
、
関
西
の
美
術
系
大
学
か
ら

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入

れ
の
相
談
も
受
け
て
い
る
。

　

７
月
に
九
州
大
学
が
刊
行

す
る
書
籍
に
は
、
ホ
テ
ル
裸
島

の
写
真
と
と
も
に
津
奈
木
町

の
ア
ー
ト
に
よ
る
町
づ
く
り

に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
が
掲
載

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

町
民
体
育
祭
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
、
な
ぜ

取
り
止
め
に
な
っ
た
の

か問
今
年
５
月
か
ら
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
が
取
り

止
め
に
な
っ
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
残
念

な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

な
ぜ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
取

り
や
め
た
の
か
。

答
本
町
に
お
け
る
地
域
人

口
の
減
少
に
よ
る
大
会

参
加
者
の
確
保
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
化
も
加

わ
り
、
選
手
と
し
て
参
加
で
き

る
絶
対
数
が
地
区
に
よ
っ
て
厳

し
い
状
況
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

ま
た
、
個
人
か
ら
も
以
前
か

ら
町
民
体
育
祭
の
大
会
運
営
方

法
全
般
に
つ
い
て
、
協
議
し
て

ほ
し
い
旨
の
要
望
が
出
て
お

り
、
平
成
29
年
度
に
今
後
の
あ

り
か
た
全
般
に
つ
い
て
協
議
を

行
う
た
め
の
資
料
と
し
て
、
競

技
種
目
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
野
球
は
同

じ
球
技
種
目
で
似
て
い
る
た

め
、
ど
ち
ら
か
一
つ
に
絞
っ
て

欲
し
い
と
の
意
見
、
ま
た
５
段

階
の
選
択
回
答
項
目
の
中
で
や

め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
多

く
、
体
育
協
会
理
事
会
に
お
い

て
慎
重
審
議
を
行
な
っ
た
結
果

中
止
を
決
定
し
た
。

栁迫　好則　議員

町民体育祭ソフトボール大会は

　なぜ、取りやめたのか

懐　か　し　の　ホ　テ　ル　裸　島

男女混合ミニバレーボール大会
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森
林
伐
採
後
の

　
　
　
　
町
の
対
応
は

問
町
道
古
中
尾
線
沿
い
の

山
林
で
、
去
年
伐
採
を

さ
れ
た
場
所
が
あ
る
が
、
５
月

の
大
雨
で
２
カ
所
の
土
砂
崩
壊

箇
所
が
確
認
さ
れ
た
。
１
カ
所

は
下
に
民
家
が
あ
る
た
め
、
今

後
の
梅
雨
の
状
況
次
第
で
は
土

砂
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
町

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
該
当
山
林
は
平
成
27
年

の
台
風
15
号
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
山
林
で
、
平
成
29

年
２
月
28
日
に
環
境
林
整
備
事

業
、
被
害
森
林
整
備
の
実
施
に

関
す
る
協
定
を
、
町
・
所
有
者
・

森
林
組
合
の
３
者
で
締
結
し
、

平
成
30
年
の
２
月
か
ら
11
月
ま

で
伐
採
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
植

林
を
行
っ
て
い
る
。

   

現
状
は
作
業
道
の
路
肩
部
分

が
一
部
崩
壊
し
て
い
る
状
況

で
、
治
山
事
業
で
の
検
討
を
し

た
が
現
時
点
で
保
安
林
の
指
定

を
受
け
て
い
な
い
た
め
実
施
は

難
し
い
。

   

対
応
に
つ
い
て
は
、
協
定
期

間
が
平
成
39
年
ま
で
あ
る
た

め
、
崩
壊
箇
所
に
木
柵
な
ど
の

応
急
措
置
な
ど
を
森
林
組
合
へ

要
請
を
し
て
い
る
。

問
協
定
の
内
容
は
。

答
津
奈
木
町
を
甲
、
所
有

者
を
乙
、
森
林
組
合

を
丙
と
し
、
熊
本
県
森
林
環

境
保
全
整
備
事
業
実
施
要
領

に
基
づ
き
締
結
を
し
て
い
る
。

契
約
書
の
中
に
災
害
な
ど
に

よ
る
損
害
に
つ
い
て
の
条
項

が
あ
り
、
内
容
は
、
事
業
実

施
中
お
よ
び
完
了
後
、
火
災
、

天
災
、
そ
の
他
降
雨
な
ど
予

想
し
得
な
い
理
由
に
よ
り
第

３
者
に
生
じ
た
損
害
は
甲
お

よ
び
丙
は
責
任
を
負
わ
な
い

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
所
有
者
に

責
任
が
発
生
す
る
と
考
え
て

い
る
。

問
雨
が
多
く
降
っ
た
時
な

ど
伐
採
箇
所
の
下
部
の

民
家
の
横
へ
、
水
が
非
常
に

多
く
流
れ
出
て
き
て
既
存
の

側
溝
で
は
吐
き
き
れ
な
い
状

況
で
あ
る
。

   

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め

に
、
大
き
め
の
Ｕ
字
溝
の
布

設
替
な
ど
で
き
な
い
の
か
。

答
大
雨
に
よ
り
側
溝
が
溢

れ
た
り
す
る
状
況
が
町

内
各
地
区
で
見
受
け
ら
れ
る
。

   
部
分
的
に
改
良
を
行
っ
て
も

大
き
な
改
善
は
見
ら
れ
な
い

と
思
う
。
ま
た
、
全
体
を
改

修
す
る
に
は
多
額
の
費
用
が

発
生
す
る
の
で
厳
し
い
部
分

が
あ
る
。

   

し
か
し
、
改
善
が
必
要
な
箇

所
に
つ
い
て
は
現
場
の
状
況

を
総
合
的
に
判
断
し
、
対
処

を
し
て
き
た
い
。

問
防
災
の
観
点
か
ら
み

て
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
。答

防
災
マ
ッ
プ
を
見
る
と

伐
採
箇
所
は
土
砂
災
害

危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
町
内
に
は
危
険
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
今
後
は
対
象

と
な
る
箇
所
に
お
住
い
の
世

帯
に
は
、
行
政
よ
り
予
防
的

避
難
の
重
要
性
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
豪
雨
の
際

の
早
め
の
自
主
避
難
等
の
お

願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

久村　昌司　議員

森林伐採後の土砂災害対策
はどうなるのか

空
き
家
対
策
の
現
状
は

問
前
回
の
空
き
家
調
査

で
の
空
き
家
総
数

１
５
９
戸
の
う
ち
、
所
有
者

が
確
認
で
き
た
の
が
１
０
８

戸
と
の
説
明
だ
っ
た
。
そ
の

時
点
で
確
認
で
き
な
か
っ
た

51
戸
に
つ
い
て
、
現
在
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
平
成
27
年
に
実
施
し

た
空
き
家
調
査
の
結

果
で
、
所
有
者
が
特
定
で
き

た
１
０
８
戸
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
。

   

残
り
の
51
戸
は
、
さ
ら
に
精

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
所

有
者
が
確
認
で
き
な
い
空
き

家
は
な
く
、
ゼ
ロ
件
で
あ
る
。

問
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
は
、
重
要
課
題
で

あ
り
、
今
後
も
丁
寧
な
取
り

組
み
の
継
続
を
お
願
い
し
た

い
が
、
現
在
の
空
き
家
に
お

い
て
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

ず
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
場
合
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
国
は
、
平
成
27
年
度

に
空
き
家
対
策
特
別

措
置
法
を
施
行
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
町
で
は
、

平
成
28
年
３
月
に
津
奈
木
町

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
、
職

員
に
よ
る
巡
回
や
住
民
か
ら

の
情
報
に
よ
り
、
特
定
空
き

家
な
ど
に
該
当
す
る
空
き
家

の
所
有
者
に
対
し
て
、
調
査

な
ど
を
行
っ
た
上
で
改
善
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
公
文
書

で
通
知
を
し
て
い
る
。

ど
う
す
る
　

           

つ
な
ぎ
百
貨
堂

問
今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、゙
つ
な
ぎ
百
貨
堂゙

と
し
て
動
き
出
し
た
が
、
売
り

上
げ
を
伸
ば
す
た
め
の
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

答
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
津
奈
木
の
旬
を
送
る
セ
レ

ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
い

る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
、

① 

地
元
特
産
品
を
中
心
と
し

た
商
品
を
セ
レ
ク
ト
し
て
、

地
域
色
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
性
の
高
い
商

品
や
過
去
に
開
発
し
た
特
産

品
な
ど
に
つ
い
て
、
つ
な
ぎ

百
貨
堂
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
付
け
、
希
少
価
値

と
認
知
度
を
高
め
て
い
く
。

② 

新
し
く
で
き
た
百
貨
堂
裏

の
テ
ラ
ス
を
利
用
し
、
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
を
販
売
し
、
カ
フ
ェ
テ
ラ

ス
と
し
て
利
用
し
て
い
く
。

③  
新
商
品
の
開
発
。

④ 

新
た
な
事
業
の
掘
り
起

こ
し
の
た
め
、
都
市
部
で
の

物
産
展
に
参
加
し
、
新
た
な

顧
客
の
確
保
を
行
う
と
と
も

に
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
通

信
販
売
の
効
果
を
図
る
。

   

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

で
、
地
域
外
の
新
た
な
需
要

を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ
と

が
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

そ
の
他
、「
防
災
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
の
質
問

が
あ
っ
た
。

”つなぎ百貨堂”の
　　　今後の取り組みは

澤井　静代　議員

伐採後に崩壊した山林リニューアルしたつなぎ百貨堂の店内


